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や be 動詞と一般動詞の使い分けがまだ身に付いていないことが原因でのミスが多く見ら

れる。 

 

((3）指導観 

本単元では，目的意識をもってやり取りをさせるために，新 ALT のウェルカムパーティ

ーを企画し，単元最後の時間に新 ALT の情報を現 ALT から即興でやり取りさせ，聞き出す

という場面を設定した。そこで，情報を聞き出すために必要となる三人称という概念を身

に付けさせる。手振りを使って理解させ，帯活動であるラインゲームやペアワークの中で

繰り返しやり取りや英作文させることで，習得を目指していく。また，最初に単元の最終

ゴールである現 ALT とのやり取りをパフォーマンステストとすることを示し，そこに向か

うまでの道筋も示しながら，生徒が学習を振り返ることができるように指導していく。 

毎時間の授業を進めるにあたっては，思考が止まらないように授業を展開し，お互いの

間違いを認め合い，教え合いながら，授業を展開することで，自信をもって活動できるよ

うに支援していきたい。 

 

(4) 学びの基盤 

学びの基盤に関わり，本学級では以下の点を大切にしてきた。 
①  「教室環境の整備」について 

・全学級の黒板の上に話し合い活動の手順を掲示し，生徒の思考の流れが見やすくな

るようにした。 
②  「学習規律の確立」について 

・チャイム前に席に着くように指導してきた。また，教師側もチャイムが鳴る前に教

室に入り，チャイムと同時に授業を開始するよう心掛けてきた。 

・正しい姿勢で学習に臨むよう指導してきた。 

③  「支持的風土の醸成」について 
・自分の考えをもつことや自分なりに表現することの大切さを指導してきた。 
・他者の話を理解し，質問をしたり，応えたりする中で，コミュニケーション能力を

育み，共感的理解の大切さを指導してきた。 
 

３ 単元の目標   
（1）三人称単数現在の肯定文の形，疑問文とその答え方，否定文の形・意味・用法に関する

知識を身に付ける。また実際のコミュニケーションにおいて，活用できる基礎的な技能

を身に付ける。                        （知識及び技能） 

（2）自分と相手以外の人について話したり，たずねたり，答えたりすることができる。 

（思考力，判断力，表現力等） 

（3）英語を用いたコミュニケーションの楽しさを実感して英語で話したいという意欲を育

て，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

（学びに向かう力，人間性等） 

 

４ 評価規準 
単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〈知識〉 

・学習した言語教材の特徴やきまり

を理解している。 

〈技能〉 

・実際のコミュニケーションにおい

・コミュニケーションを行う目的や

場面，状況などに応じて，日常的

な話題や社会的な話題に関して聞

いたり読んだりしたことについ

て，事実や自分の考え，気持ちな

・外国語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，話し手に配

慮しながら，主体的に外国語を用

いてやり取りしようとしている。 



－61－

第Ⅳ章



－62－

第Ⅳ章 



－63－

第Ⅳ章



－64－

第Ⅳ章 



－65－

第Ⅳ章



－66－

He likes…

He plays…

第Ⅳ章 

 



－67－

第Ⅳ章



－68－

第Ⅳ章 



－69－

第Ⅳ章



－70－

第Ⅳ章 





－71－

第Ⅴ章



－72－

 

 

 

 

 

 

 



－73－



－74－
 

 

研究紀要 第 46 号 

 

主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導の在り方 

～求められる資質と能力を育む指導と評価～ 
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